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１ 管理運営

（６）令和４年度予算及び決算

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額
差 額

備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，９７３ ２，９９７ ２４ （注１）

施設整備費補助金 ５５２ ５２２ △２９ （注２）

船舶建造費補助金 － － －

施設整備資金貸付金償還時補助金 － － －

補助金等収入 － ３０ ３０ （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 ２３ － △２３ （注４）

自己収入 ７９４ ７７４ △１９

授業料、入学金及び検定料収入 ７３１ ７１０ △２０ （注５）

附属病院収入 － － －

財産処分収入 － － －

雑収入 ６３ ６３ ０

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 １３７ １５０ １３ （注６）

引当金取崩 － － －

長期借入金収入 － － －

貸付回収金 － － －

前中期目標期間繰越積立金取崩 － ２１４ ２１４ （注７）

目的積立金取崩 － － －

引当特定資産取崩 － － －

計 ４，４７９ ４，６８９ ２１０

支出

業務費 ３，７６７ ３，７５０ △１６

教育研究経費 ３，７６７ ３，７５０ △１６ （注８）

診療経費 － － －

施設整備費 ５７５ ５２２ △５２ （注９）

船舶建造費 － － －

補助金等 － １ １ （注10）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 １３７ ９６ △４０ （注11）

貸付金 － － －

長期借入金償還金 － － －

大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 － － －

計 ４，４７９ ４，３７２ △１０６

収入－支出 － ３１７ ３１７
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○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、教育・研究基盤維持経費等が追加交付されたことにより、予算額に比

して決算額が２４百万円多額となっています。

（注２）施設整備費補助金については、一般競争入札の結果等による減により、予算額に比して決算額が

２９百万円少額となっています。

（注３）補助金等収入については、授業料等減免費交付金等が追加交付されたこと等により、予算額に比

して決算額が３０百万円多額となっています。

（注４）大学改革支援・学位授与機構施設費交付金については、令和４年度事業の支払いが翌年度になっ

たこと等のため、予算額に比して決算額が２３百万円少額となっています。

（注５）授業料、入学金及び検定料収入については、授業料等減免費交付金による授業料免除の実施等に

より、予算額に比して決算額が２０百万円少額となっています。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、当初予定よりも寄附金収入等が増加したこと

から、予算額に比して決算額が１３百万円多額となっています。また、決算額には、前年度から

の繰越額４０百万円が含まれています。

（注７）前中期目標期間繰越積立金取崩については、第３期中期目標期間終了時における国立大学法人の

積立金の処分に係る申請が承認され、一部取り崩し使用したため、予算額に比して決算額が２１４

百万円多額となっています。

（注８）教育研究経費については、人件費等の節減により、予算額に比して決算額が１６百万円少額とな

っています。

（注９）（注２）及び（注４）に示した理由により、予算額に比して決算額が５２百万円少額となってい

ます。

（注10）補助金等については、教育支援体制整備事業費交付金等が追加交付されたことにより、予算額に

比して決算額が１百万円多額となっています。

（注11）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、決算額には次年度への繰越額を含めていない

こと等により、予算額に比して決算額が４０百万円少額となっています。


